様式１（第７条関係）

　２０１８年度　量子理工学教育研究センタ－加速器　共同利用申請書
	整理番号
	
	提出
	　年月日
	センター長承認

	受入責任者
	
	受付
	　　　年　　月　　日
	

	加速器の種類*
	□①重イオン核物性実験装置（重イオン用） □②同（電子用）□③イオンビーム分析実験装置　□④量子ビーム生体分子動態解析実験システム
	

	希望時期

及び

実験の種類　
	①

（1週単位）
	
	合計週数



	
	
	□大気PIXE　　□その他研究
	

	
	②

（1週単位）
	
	合計週数



	
	③

（半週単位）
	
	合計週数



	
	
	□元素分析(RBS，PIXE，等）□イオン注入　□その他研究
	

	
	④

（半週単位）
	
	合計週数



	
	
	□元素分析(RBS，PIXE，等）□イオン注入　□その他研究
	

	希望イオン種
	


	研究課題
	
	□新規
	□継続

	実験責任者
	ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名
	
	所属機関

又は組織等
	名称
	

	
	
	
	
	住所
	〒


	
	職名
	
	
	
	

	
	連絡先
	E-mail                                            TEL　　　　　　　　　　　　　　

	連絡担当者
	
	E-mail　　　　　　　　　　TEL                   　

	利用料請求先
*実験責任者と異なる場合のみ記載
	住所・機関（部署）名
職名・氏名
	

	
	連絡先
	E-mail　　　　　　　　　　TEL　　　　　　　　 　　

	予 算 区 分
*学内者のみ記載

	□大学運営費（□機能強化経費、　□特殊要因経費、　□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　】）
□機関経理補助金（補助金名称【　　　　　　　　　　　　　　　　】）　
部署コード【　　　　　　　　】予算科目コード【　　　　　　　　】

	
	□寄附金　□科学研究費補助金　□受託研究等　□間接経費　ＰＪコード【　　　　　　　　　　　　　　】

	
	□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　】

	成果を非公開とする場合、その理由
	


	実験参加者
	フ　リ　ガ　ナ
氏　　　　　名
	所　　　属
	身　　分
	フ　リ　ガ　ナ
氏　　　　　名
	所　　　属
	身　　分

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


* 通称は次のとおり。①重イオンバンデ　②電子バンデ　③タンデトロン　④マイクロビーム
１）太枠内の項目を記載して下さい。
２）受入責任者については、事前に維持グループ（beam@nucleng.kyoto-u.ac.jp）に相談して下さい。
３）利用料金については別表第１をご覧ください。
	以下の項目について具体的に記載して下さい

１）研究の目的・背景（これまでの成果を含む）

２）独創性・新規性

３）学会や社会への貢献（予想される成果を含む）

４）装置を必要とする理由とマシンタイム数の必要理由

	


２／２

